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四つ割りにした枝の内外を反転させて組んでい
るのが分かる

本
の
表
情
は
様
々
で
、
さ
ら
に
付
き
枝
の
あ
る
も

の
で
は
そ
れ
ら
が
交
錯
し
、
複
雑
な
立
体
を
生
み

出
し
て
い
き
ま
す
。
デ
ザ
イ
ン
や
建
築
、
陶
芸
な

ど
幅
広
い
活
動
を
展
開
す
る
味
岡
伸
太
郎
。
彼
が

長
年
取
り
組
ん
で
き
た
、
割
っ
た
枝
を
組
む
シ

リ
ー
ズ
の
作
品
た
ち
で
す
。

作
者
は
、
対
談
集
（
＊
）
の
中
で
自
分
の
制
作

に
つ
い
て
語
る
中
で
、「
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
」

と
「
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
に
つ
い
て
触
れ
て
い

ま
す
。
自
ら
の
意
識
が
強
く
働
く
「
発
想
」
＝
イ

マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
よ
り
も
、
素
材
や
イ
ン
ス
タ

レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
場
所
な
ど
の
外
的
な
要
素
に
よ

る
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
導
か
れ
る
こ
と
で
、

「
自
我
を
排
除
」
し
、「
無
作
為
」
で
の
行
為
に
至

り
た
い
、
と
語
る
作
者
。
そ
の
こ
と
で
、
自
分
の

予
測
の
枠
を
超
え
、
素
材
の
持
つ
無
限
の
可
能
性

に
耳
を
傾
け
て
い
く
―
―
。
そ
れ
は
「
素
材
を
活

か
す
」
の
と
は
異
な
る
と
作
者
は
言
い
ま
す
。
素

材
を
活
か
す
と
い
う
の
は
、
活
か
す
主

体
＝
個
人
が
い
る
と
い
う
こ
と
。
そ
う

で
な
い
素
材
と
の
出
会
い
方
に
つ
い

て
、
こ
の
展
示
を
通
し
て
あ
ら
た
め
て

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

（
今
井
歴
矢
﹇
本
誌
編
集
部
﹈）

を
四
つ
に
割
り
、
内
側
だ
っ
た
面
を
外
に

向
け
、
木
串
を
使
っ
て
組
む
。
枝
一
本
一

枝

＊
参
考
資
料

『
自
我
と
無
作
為
と
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
と

美
術
と
自
然
と
人
間
の
旅
と
継
続
』

（
春
夏
秋
冬
叢
書
刊
）




